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高田河川国道事務所

平成３０年度 主要事業の概要

１．河川事業
○関川の河道掘削を推進

せきかわ か どう

関川の国管理区間上流部では、洪水の安全な流下に必要な断面が不足する

区間があり、堤防決壊の恐れがあることから、河道掘削を行い、堤防決壊に
けっかい

よる浸水被害を防止します。
しんすい

平成３０年度は、上越市今池地区及び島田地区において河道掘削を推進し
じょうえつ いまいけ し ま だ

(参考資料P.２)ます。

○姫川の堤防侵食対策を推進
ひめかわ しんしょく

急 流河川である姫川は、平成７年７月洪水では侵食・洗掘により堤防が
きゅうりゅう

決壊したほか、平成２５年６月洪水では糸魚川市西中地区において河岸侵食
けっかい い とい が わ にしなか か がん

が発生したことから、侵食対策を行い、堤防決壊を防止します。

平成３０年度は、糸魚川市西中地区において侵食対策を推進します。
い とい が わ にしなか

(参考資料P.３)

２．道路事業
○国道８号 直江津バイパス事業の推進

な お え つ

直江津バイパスは、国道８号の上 越市内の交通混雑の緩和を目的とした上 越市
じようえつ じょうえつ

大潟区犀潟から同市虫生岩戸に至る延長約１２．２ｋｍの事業です。
おおがた さいがた むしゅういわと

平成３０年度は、上 越市三ツ屋～同市下源入（延長１．５ｋｍ）の用地買収を
じようえつ み つ や しもげんにゅう

(参考資料P.４)推進します。

○国道８号 糸魚川東バイパス事業の推進
いといがわひがし

糸魚川東バイパスは、国道８号の糸魚川市内の交通混雑の緩和を目的とした
いといがわ

糸魚川市間脇から同市押上に至る延長約６．９ｋｍの事業です。
いといがわ ま わ き おしあげ

平成３０年度は、糸魚川市間脇～同市梶屋敷(延長３．８ｋｍ)の測量、地質調
いといがわ ま わ き かじ や しき

(参考資料P.５)査を推進します。

○国道８号 糸魚川地区橋梁架替事業の推進
いといがわ

、糸魚川地区橋梁架替は、国道８号の糸魚川市の塩害環境下にある区間において
いといがわ

塩害による損傷が著しい橋梁４橋の恒久対策として橋梁架替を行い、安全で円滑な

交通を確保することを目的とした事業です。

平成３０年度は、青海跨線橋の改良工事(旧橋撤去)を推進します。
お う み

(参考資料P.６)
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○国道８号 糸魚川地区橋梁架替Ⅱ事業の推進
いといがわ

糸魚川地区橋梁架替Ⅱは、国道８号の新潟県上 越市から富山県下新川郡朝日町間
じょうえつ しもにいかわ あさひまち

の塩害環境下にある区間において、塩害による損傷が著しい橋梁５橋の恒久対策と

して橋梁架替を行い、安全で円滑な交通を確保することを目的とした事業です。

平成３０年度は、弁天大橋の改良工事、橋梁上下部工事、舗装工事を推進し、
べんてん

(参考資料P.７)年度内の新橋への交通切替を予定しています。

○国道１８号 妙 高大橋架替事業の推進
みょうこう

妙高大橋は、開通から４６年が経過しており、老朽化による損傷が著しいことか

ら、恒久対策として橋梁架替を行い、安全で円滑な交通を確保することを目的とし

た事業です。

(参考資料P.８)平成３０年度は、橋梁下部工事を推進します。

○国道２５３号 上 越三和道路事業の推進
じょうえつさ ん わ

上越三和道路は、地域高規格道路上 越魚沼地域振興快速道路の一部を構成し、高
じようえつうおぬま

規格道路との連携による広域的な交流の促進、冬期を含めた安全性・信頼性の確保、

地域の活性化を目的とした、上 越市寺から同市三和区本郷に至る延長約７．０ｋｍ
じようえつ てら さ ん わ ほんごう

の事業です。

平成３０年度は、改良工事、橋梁上下部工事、舗装工事を推進し、上 越市寺から
じようえつ てら

同市鶴町に至る約３．０ｋｍの区間において、年度内の暫定２車線での開通を予定
つるまち

(参考資料P.９)しています。

○老朽化対策、事前防災・減災対策の推進

橋梁、トンネル等の道路構造物について、適切に点検・修繕等を実施するメンテ

ナンスサイクルにより、道路の老朽化対策を推進します。

大規模災害時の救命救急活動や復旧支援活動を支えるため、緊急輸送道路の強化

等の事前防災・減災対策を推進します。(参考資料P.１０)

○交通安全事業

事故データや市町村・地域住民からの意見等に基づき交通事故の危険性が高い区

間（事故危険区間）を『事故ゼロプラン』として選定し、対策を重点的・集中的に

講じることにより効率的・効果的な交通事故対策を推進します。

平成３０年度は、主な事業として国道８号上 越市柿崎区竹鼻において線形改良お
じょうえつ かきざき たけはな

(参考資料P.１１)よび歩道設置を行うための工事を推進します。

○道の駅

道路利用者への安全で快適な道路交通環境の提供及び地域の振興を目的とした施

設が「道の駅」で、高田河川国道事務所管内では、７駅が登録されています。

平成３０年度は、道の駅あらいについて、妙高市と共に拡張整備を行います。

（参考資料P.１２）
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平成３０年度

高田河川国道事務所の事業計画
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１．事業の概要

関川においては、これまでの度重なる水害を受け、堤防整備を進めてきましたが、国管理区間

上流部では洪水の安全な流下に必要な断面が不足する区間があり、戦後最大規模の洪水が発生し

た場合に計画高水位を超過するため、堤防決壊の恐れがあります。

このため、洪水を安全に流すことを目的に策定した「水防災意識社会再構築ビジョン」(※)の

取組における「洪水氾濫を未然に防ぐ対策」として、河道掘削を実施します。

２．整備効果

河道掘削の実施により、戦後最大規模の洪水を安全に流下させることが可能となります。

３．平成３０年度の事業内容

今池地区及び島田地区において、河道掘削を推進します。
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※「水防災意識社会 再構築ビジョン」
平成27年9月関東・東北豪雨を受け、平成27年12月10日に社会資本整備審議会会長から国土交通大臣に対
して「大規模氾濫に対する減災のための治水対策のあり方について～社会意識の変革による「水防災意
識社会」の再構築に向けて～」が答申されました。
答申を踏まえ、国土交通省では平成27年12月11日に新たに「水防災意識社会 再構築ビジョン」を策定し、
全ての直轄河川とその沿川市町村（109水系、730市町村）において、平成32年度を目途にハード・ソフ
ト対策を一体的・計画的に推進し、水防災意識社会を再構築する取り組みを行うこととなりました。
詳細は右記にてご覧いただけます http://www.mlit.go.jp/report/press/mizukokudo03_hh_000899.html
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関川 河道掘削の推進
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姫川 堤防侵食対策の推進

（西中地区） 新潟県糸魚川市
にいがた いといがわ

ひめかわ

位置図
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※「水防災意識社会 再構築ビジョン」
平成27年9月関東・東北豪雨を受け、平成27年12月10日に社会資本整備審議会会長から国土交通大臣に対
して「大規模氾濫に対する減災のための治水対策のあり方について～社会意識の変革による「水防災意
識社会」の再構築に向けて～」が答申されました。
答申を踏まえ、国土交通省では平成27年12月11日に新たに「水防災意識社会 再構築ビジョン」を策定し、
全ての直轄河川とその沿川市町村（109水系、730市町村）において、平成32年度を目途にハード・ソフ
ト対策を一体的・計画的に推進し、水防災意識社会を再構築する取り組みを行うこととなりました。
詳細は右記にてご覧いただけます http://www.mlit.go.jp/report/press/mizukokudo03_hh_000899.html

１．事業の概要

急流河川である姫川は、流れが速く、土砂を多く含んだ洪水流の強大なエネルギーによって、

堤防等が侵食され決壊する危険性があります。平成７年７月洪水では、侵食・洗掘により堤防が

決壊したほか、平成２５年６月洪水では糸魚川市西中地区において河岸の侵食が発生しました。

このため、洪水を安全に流すことを目的に策定した「水防災意識社会再構築ビジョン」 (※)の

取組における「洪水氾濫を未然に防ぐ対策」として、堤防の侵食対策を実施します。

２．整備効果

堤防の侵食対策を行うことにより堤防の強化が図られ、洪水による堤防決壊が防止されます。

３．平成３０年度の事業内容

西中地区において、侵食対策を推進します。
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国道８号 直江津バイパス事業の推進
な お え つ

新潟県上越市
に い が た じょうえつ

１．事業の概要

直江津バイパスは、国道８号の上 越市内の交通混雑の緩和を目的とした上 越市
じようえつ じょうえつ

大潟区犀潟から同市虫生岩戸に至る延長約１２．２ｋｍの事業です。
おおがた さいがた むしゅういわと

２．整備効果

・交通混雑の緩和

・地域開発の支援

・地域ネットワークの充実強化

３．事業の経緯

これまでに全線２車線開通及び上 越市下荒浜から同市国府間の延長約６．９ｋｍの完
じようえつ しもあらはま こ く ふ

成４車線化を行っています。また、平成２４年１１月に上 越市下源入(下源入交差点)～
じようえつ しもげんにゅう

同市塩屋新田(関川東詰交差点)間の山側３車線化を行いました。
しおやしんでん せきかわひがしづめ

４．平成３０年度の事業内容

平成３０年度は、上 越市三ツ屋～同市下源入(延長１．５ｋｍ)の用地買収を推進しま
じようえつ み つ や しもげんにゆう

す。

上 越市三ツ屋付近から糸魚川市方面を望む（写真左側が山側）
じようえつ み つ や いといがわ
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国道８号 糸魚川東バイパス事業の推進
い と い が わ ひがし

新潟県糸魚川市
に い が た い と い が わ

１．事業の概要

糸魚川東バイパスは、国道８号の糸魚川市内の交通混雑の緩和を目的とした糸魚川市
いといがわ いといがわ

間脇から同市押上に至る延長約６．９ｋｍの事業です。
ま わ き おしあげ

２．整備効果

・交通混雑の緩和

・騒音の低下による沿道環境の改善

３．事業の経緯

平成２７年５月３０日に糸魚川市大和川～同市押上(延長１．３ｋｍ)が暫定２車線で
いといがわ やまとがわ おしあげ

開通し、既に開通している区間と合わせ糸魚川市梶屋敷～同市押上（延長３．１ｋｍ）
いといがわ かじやしき おしあげ

が暫定２車線で開通しました。

４．平成３０年度の事業内容

平成３０年度は、糸魚川市間脇～同市梶屋敷(延長３．８ｋｍ)の測量、地質調査を推
いといがわ ま わ き かじやしき

進します。

糸魚川市間脇付近から富山市方面を望む
いといがわ ま わ き と やま
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国道８号 糸魚川地区橋梁架替事業の推進
い と い が わ

新潟県糸魚川市
に い が た い と い が わ

１．事業の概要

糸魚川地区橋梁架替は、国道８号の糸魚川市の塩害環境下にある区間において、塩害
いといがわ

による損傷が著しい橋梁４橋の恒久対策として橋梁架替を行い、安全で円滑な交通を確

保することを目的とした事業です。

２．整備効果

・緊急輸送道路の機能の確保

・安全で円滑な交通の確保

・損傷による荷重制限等の規制の回避

３．事業の経緯

平成３０年３月までに両鬼橋及び筒石橋の恒久対策が完了し、能生大橋及び青海跨線
りようき つついし の う お う み

橋の新橋開通が完了しました。

４．平成３０年度の事業内容

平成３０年度は、青海跨線橋の改良工事(旧橋撤去)を
お う み

推進します。

糸魚川市青海付近から上越市方面を望む
いといがわ あおかい じようえつ
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国道８号 糸魚川地区橋梁架替Ⅱ事業の推進
い と い が わ

新潟県上越市、糸魚川市、富山県下新川郡朝日町
に い が た じょうえつ い と い が わ と や ま し も に い か わ あ さ ひ ま ち

１．事業の概要

糸魚川地区橋梁架替Ⅱは、国道８号の新潟県上 越市から富山県下新川郡朝日町間の塩
じようえつ しもにいかわ あさひまち

害環境下にある区間において、塩害による損傷が著しい橋梁５橋の恒久対策として橋梁

架替を行い、安全で円滑な交通を確保することを目的とした事業です。

２．整備効果

・緊急輸送道路の機能の確保

・安全で円滑な交通の確保

・損傷による荷重制限等の規制の回避

３．事業の経緯

平成３０年３月までに歌高架橋の新橋開通が完了しました。
うた

４．平成３０年度の事業内容

・歌高架橋の改良工事（旧橋撤去）を推進します。
うた

・弁天大橋の改良工事、橋梁上下部工事、舗装工事を推進し、年度内の新橋への交通切
べんてん

替を予定しています。

・有間川橋、青海川橋の改良工事に着手します。
あり ま がわ お うみがわ

・境橋の橋梁設計を推進します。
さかい

糸魚川市能生付近から富山市方面を望む
いといがわ の う と や ま

至富山市

至 上越市

日本海

弁天大橋(新橋)

弁天大橋(現橋)
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国道１８号 妙高大橋架替事業の推進
み ょ う こ う

新潟県妙高市
に い が た みようこう

１．事業の概要

妙高大橋は、開通から４６年が経過しており、老朽化による損傷が著しいことから、

恒久対策として橋梁架替を行い、安全で円滑な交通を確保することを目的とした事業で

す。

２．整備効果

・緊急輸送道路の機能の確保

・安全で円滑な交通の確保

・損傷による荷重制限等の規制の回避

３．平成３０年度の事業内容

平成３０年度は、橋梁下部工事を推進します。

妙 高市二俣付近から上越市方面を望む
みようこう ふたまた じようえつ

至 長野県

至 上越市

妙高大橋(現橋)妙高大橋(新橋)



- 9 -

国道２５３号 上越三和道路事業の推進
じ ょ う え つ さ ん わ

新潟県上越市
に い が た じようえつ

１．事業の概要

上越三和道路は、地域高規格道路上 越魚沼地域振興快速道路の一部を構成し、高規格
じようえつうおぬま

道路との連携による広域的な交流の促進、冬期を含めた安全性・信頼性の確保、地域の

活性化を目的とした、上 越市寺から同市三和区本郷に至る延長約７．０ｋｍの事業です。
じようえつ てら さ ん わ ほんごう

２．整備効果

・広域的な地域の連携強化・活性化

・冬期を含めた道路交通の安全性・信頼性の確保

・第三次救急医療機関（新潟県立中央病院）へのアクセス向上 など

３．事業の経緯

平成１３年度に用地買収、平成１４年度から工事着手しています。

４．平成３０年度の事業内容

平成３０年度は、改良工事、橋梁上部工事、舗装工事を推進し、上 越市寺から同市
じようえつ てら

鶴町に至る約３．０ｋｍの区間において、暫定２車線での開通を予定しています。
つるまち

上 越市寺付近から十日町市方面を望む
じようえつ てら とお か まち

至上越市街地

至十日町市
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老朽化対策、事前防災・減災対策の推進

１．事業の概要

１－１.道路の老朽化対策

橋梁・トンネル等の道路構造物について、適切に点検・修繕等を実施するメンテ

ナンスサイクルにより、道路の老朽化対策を推進します。

１－２.道路の防災・減災対策

大規模災害時の救急救命活動や復旧支援活動を支えるため、緊急輸送道路の強化

等の事前防災・減災対策を推進します。

２．平成３０年度の事業内容

＜点 検＞

（橋梁点検） （洞門点検） （防災点検）

＜老朽化対策＞

（橋梁修繕：床板打替等） （洞門修繕：鋼製部材の更新等）

＜防災・減災対策＞

（耐震補強：橋脚巻立） （防災対策：法面対策）
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交通安全事業
事故対策：新潟県上越市柿崎区竹鼻

に い が た じょうえつ か き ざ き た け は な

１．平成３０年度の事業内容

上越市柿崎区竹鼻において、急カーブを解消する線形改良を行い、車線をはみ出す

ことで起こる正面衝突事故を削減します。あわせて歩道を新設し、安全・安心な歩行

空間の確保を図ります。

平成３０年度は、線形改良及び歩道設置を行うための工事を推進します。

【位置図】 【平面図】

【写真】

至 新潟
至 新潟
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道の駅あらいの拡張整備

１．平成３０年度の事業概要

道の駅「あらい」は、平成１２年にオープンし、 妙 高高 原や日本海など山岳海洋レジャ
みようこうこうげん

ーの近接圏内に立地し、国道１８号と上信越自動車道の双方から利用可能な構造で、地域情

報の受発信施設や地場特産品の販売所やレストランなどさまざまなサービスの提供が可能な

施設が整備されています。

妙 高市の防災計画では、地域の防災拠点施設として位置付けられており、平成２６年度
みようこう

に『豪雪地帯にあって、環境・観光にも配慮した新たな防災拠点』をテーマに重点道の駅に

選定されています。

平成３０年度は、駐車場拡張のための調査設計、用地買収及び工事を推進します。

【全景写真】
【位置図】

事業箇所

至 長野

国道１８号

至 上越

道の駅あらい駐車場拡張

【平面図】


